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「データを重視したネットワーク推進事業」運営委託に関する 

プロポーザルに係る提案書評価基準  
 

表１の評価項目及び重みづけのもと、評価を行います。 

各評価項目の評価の視点は表２のとおりとします。 

採点が同点の場合は、評価事項のうち、提案内容の評価点の合計点数で再評価を行い、受託候

補者を特定します。 

表１ 基本的評価事項  

評価項目  
（配点）  

評価の着目点  評点  
（評価）  

倍率   配点  

予定技術者
の経験及び
業務実施能
力  
（ 20 点）  

現
場
責
任
者  

現場責任者が本業務に生かすことのできる過去
の実績を有しているか  
※本業務に生かすことのできる過去の実績につ
いては、「平成 30 年度以降に、国、都道府県、
政令市、特別区、独立行政法人、地方独立行政
法人のいずれかにおいて、業務説明資料の６業
務概要 (1)に関する業務」  

５～１  
（ A～ E）  

×４   20 

提案内容  
（ 75 点）  

事
業
進
行
管
理  

プロジェクト計画・スケジュール・会議体形式
について、現時点での情報を基にした妥当性の
あるものとなっているか。  

５～１  
（ A～ E）  

×１   5 

特
定
課
題  

【運営支援
業務】  
6(1)ア相談
対応業務  

・趣旨を理解しており、企業やア
カデミアの強みを把握し、個別の
相談対応だけでなく、ネットワー
ク参加企業の確保やネットワーク
の活性化に向けた具体的な手法が
イメージできているか。  

・ EBPM 導入の背景や本市の課題
について基本的な知識を有してい
るか。  

・相談業務や分析結果を基にし
た、とりまとめのイメージ・手法
が期待できるか。  

・データ分野に関する知見やネッ
トワークを有しているか。  

５～１  
（ A～ E）  

×５   25 

【運営支援
業務】 6
（ 1）イデ
ータ分野に
おける専門
人材の配置  

・趣旨を十分理解しており、デー
タ分野に専門性を有する人材を配
置しているか。  

・委託者と受託者の役割分担を的
確にとらえながら、必要に応じて
データ分析や初期仮説設定に対す
る適切な支援を想定しているか。  

・プロジェクトマネジメントの経
験があり、かつ能力が期待できる
人員を配置しているか。  

５～１  
（ A～ E）  

×３   15 

【運営支援
業務】 6
（ 1）ウ  
広報（新規
会員向け）  

・趣旨を十分理解しており、事業
周知や参加者募集のための効果的
な手法や広報活動が期待できる
か。  

５～１  
（ A～ E）  

×２    10 
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【運営支援
業務】 6
（ 1）ウ  
広報（会員
向け）  

・ネットワーク活性化のためのノ
ウハウや広報活動が期待できる
か。また独自性のある提案が含ま
れているか。  

・オフラインイベントの目的が明
確であり参加者の関心を惹きつけ
る内容になっているなど期待でき
るか。  

５～１  
（ A～ E）  

×３    15 

取
組
意
欲  

本業務に対する姿勢が適切で、意欲があるか。  ５～１  
（ A～ E）  

×１    5 

ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスに関す
る取組  
（６点）  

次の項目について１つ満たすごとに１点加算  

□次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行

動計画の策定（従業員 101 人未満の場合のみ加算）  

□女性の職業生活における活躍の推進に関する法律

に基づく一般事業主行動計画の策定（従業員 301 人

未満の場合のみ加算）  

□次世代育成支援対策推進法に基づく認定（くるみ

んマーク、プラチナくるみんマーク）の取得  

□女性の職業生活における活躍の推進に関する法律

に基づく認定（えるぼし）の取得  

□若者雇用促進法に基づく認定（ユースエール）の

取得  

□よこはまグッドバランス賞の認定の取得  

６～０  
（―）  

×１    6 

配点合計    101 

(1) 予定技術者の経験及び業務実施能力は、Ａ、Ｃ、Ｅの３段階評価を行う。 

(2) 提案内容は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階評価を行う。 

(3) 予定技術者の経験及び業務実施能力、提案内容の評価については、次のように点数化を行

い、項目ごとの倍率を乗じ評価点を算出する。 
 

評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

評点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 
   

(4) ワーク・ライフ・バランスに関する取組の評価については、表１の「評価の着目点」に記

載した項目について１つ満たすごとに１点を加算する。 

(5) 「予定技術者の経験及び業務実施能力」および「提案内容」においてＥ評価のある者は原

則として選定しない。 
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表２ 評価の視点 

評価項目 

（配点） 

評価の着目点 評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

予定技術

者の経験

及び業務

実施能力 

（20点） 

現場

責任

者 

現場責任者が本業務に生かすことのでき

る過去の実績を有しているか 

※本業務に生かすことのできる過去の実

績については、「平成 30年度以降に、

国、都道府県、政令市、特別区、独立行

政法人、地方独立行政法人のいずれかに

おいて、業務説明資料の６業務概要(1)

に関する業務」 

複数の実績

がある 

  実績が

ある 

  実績が

ない 

提案内容 

（75点） 

事業

進行

管理 

プロジェクト計画・スケジュール・会議

体形式について、現時点での情報を基に

した妥当性のあるものとなっているか。 

十分な理解

に基づいた

的確な提案

である 

妥当性

のある

提案で

ある 

どちら

ともい

えない 

妥当性

がやや

乏しい

提案で

ある 

理解が

乏しい

提案で

ある 

特定

課題 

【運営支援業務】 

6(1)ア       

相談対応業務 

・趣旨を理解してお

り、企業やアカデミ

アの強みを把握し、

個別の相談対応だけ

でなく、ネットワー

ク参加企業の確保や

ネットワークの活性

化に向けた具体的な

手法がイメージでき

ているか。 

・EBPM導入の背景

や本市の課題につい

て基本的な知識を有

しているか。 

・相談業務や分析結

果を基にした、とり

まとめのイメージ・

手法が期待できる

か。 

・データ分野に関す

る知見やネットワー

クを有しているか。 

十分な理解

に基づいた

的確な提案

であり、必

要に応じて

データ分析

やネットワ

ーク構築に

向けて適切

な支援を行

うことが期

待できる 

理解に

基づい

た提案

である 

どちら

ともい

えない 

理解が

やや乏

しい提

案であ

る 

理解が

乏しい

提案で

ある 

【運営支援業務】 

6(１)イ データ分

野における専門人

材の配置 

・趣旨を十分理解し

ており、データ分野

に専門性を有する人

材を配置している

か。 

・委託者と受託者の

役割分担を的確にと

らえながら、必要に

応じてデータ分析や

初期仮説設定に対す

る適切な支援を想定

しているか。 

・プロジェクトマネ

ジメントの経験があ

り、かつ能力が期待

できる人員を配置し

ているか。 

十分な理解

に基づいた

的確な提案

であり、豊

富な知見を

もつ専門人

材の配置で

あり、プロ

ジェクトマ

ネジメント

の能力も期

待できる 

理解に

基づい

た提案

であ

り、デ

ータ分

野の専

門性に

おいて

一定の

期待が

できる 

どちら

ともい

えない 

理解が

やや乏

しい提

案であ

る 

理解が

乏しい

提案で

ある 



4 

【運営支援業務】   

6（1）ウ 広報

（新規会員向け） 

・趣旨を十分理解し

ており、事業周知や

参加者募集のための

効果的な手法や広報

活動が期待できる

か。 

十分な理解

に基づいた

的確な提案

であり、PR

活動におい

て想定以上

に期待でき

る。 

理解に

基づい

た提案

であ

り、PR

の視点

でも一

定の期

待がで

きる 

どちら

ともい

えない 

理解が

やや乏

しい提

案であ

る 

理解が

乏しい

提案で

ある 

【運営支援業務】   

6（1）ウ 広報

（会員向け） 

・ネットワーク活性

化のためのノウハウ

や広報活動が期待で

きるか。また独自性

のある提案が含まて

いるか。 

・オフラインイベン

トの目的が明確であ

り、参加者の関心を

惹きつける内容にな

っている等期待でき

るか。    

経験や知見

から狙いの

実現に向け

現実的・効

果的な方法

が提案でき

ている 

理解に

基づい

た提案

である 

どちら

ともい

えない 

理解が

やや乏

しい提

案であ

る 

理解が

乏しい

提案で

ある 

取組

意欲 

本業務に対する姿勢が適切で、意欲があ

るか。 

強い意欲が

認められる 

意欲が

認めら

れる 

どちら

ともい

えない 

意欲が

やや認

められ

ない 

意欲が

認めら

れない 

ワーク・

ライフ・

バランス

に関する

取組 

（６点） 

次の項目について１つ満たすごとに１点加算 

□次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業

主行動計画の策定（従業員 101人未満の場合の

み加算） 

□女性の職業生活における活躍の推進に関する

法律に基づく一般事業主行動計画の策定（従業

員 301人未満の場合のみ加算） 

□次世代育成支援対策推進法に基づく認定（く

るみんマーク、プラチナくるみんマーク）の取

得 

□女性の職業生活における活躍の推進に関する

法律に基づく認定（えるぼし）の取得 

□若者雇用促進法に基づく認定（ユースエー

ル）の取得 

□よこはまグッドバランス賞の認定の

取得  

  

  

  

  

  

 


